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 川口鋳物の名工 ・ 高木 喜道  をご存じですか？  
教育総務部 文化財課 

  

１ 伝説の焼型師・高木喜道 

  川口鋳物業史における名工として、江戸時

代末期から昭和戦前期に三代にわたって火鉢・ 

 鉄瓶・壺などの美術工芸鋳物作品を制作した焼

型鋳物師、高木喜道がおります。彼は、明治初

期には永瀬庄吉らとともに「川口三名人」と称

され、後世は鈴木文吾をはじめ多くの鋳物師た

ちに尊敬され、技術向上の目標とされ、模範と

されました。 

  初代喜道（藤次郎）は、火鉢を得意とし、渡

り職人として全国の鋳物産地を廻り、技術を研

く修行の旅を重ねながら作品を造り、その名は

全国に知られ、明治１３年に没しました。 

  二代目喜道（角次郎）は、初代同様に渡り職

人として修行の旅に明け暮れ、火鉢と鉄瓶、竜

の彫刻を得意としました。寅次郎という寅の彫

刻に優れた兄がいましたが、性格の温厚さから

角次郎が二代目を継ぎ、大正９年に没しました。   

三代目喜道（藤太郎）は、第二次大戦前まで

美術工芸鋳物を造りましたが、金山町に工場を

かまえ、戦後は生型の機械鋳物を造りました。 

２ 高木喜道の鋳造技術と作品 

  高木喜道は、大水後の荒川から採ってきた

鋳物に適している砂を特に使って鋳型を造り

ました。金枠を用いず芯金の入った粘土と砂を

練って擂り鉢状に焼いた型枠に、真土をつけて

回し型で円形をとり、きめ細かな砂に粘土を混

ぜて揉みあげます。次に、鋳型が半乾きになっ

た時に、木型を用いずに何種類もの竹製ヘラを

使って切り出して竜などの彫り物をする、「ウ

ラボリ」というきめ細かな造型技法を行いまし

た。それは、抜け出てきそうな彫刻であるとい

い、喜道の技を「キドウヅクリ」とも称しまし

た。 

  現存する作品としては、二代目喜道と永瀬庄

吉・小川治郎吉との共同作品である千葉県の成

田山新勝寺にある照輪上人の鋳造碑、群馬県太 

 

田市の新田寺（呑竜さま）の手洗い鉢などがあ

ります。 
 

３ 有形文化財 鉄製火鉢 

（明治３５年 1月喜道造ノ銘アリ） 

  平成２８年４月、二代目高木喜道が明治３５

年に製作された火鉢が二口、市の歴史上・美術

上貴重な工芸品として、川口市有形文化財に指

定されました。 

  この火鉢は、かつての第一竃製作所社長高橋

八郎氏のご子息から市へ寄贈されたもので、総

高３５．６ｃｍ・最大経４２．９ｃｍのものと、

総高３５．４ｃｍ・最大経４７．９ｃｍのもの

が一対となっています。雲と波、雷光に、雌雄

一対の下り竜と昇り竜が阿吽を表現した意匠

で、竜の胴体や鱗が美しく仕上げられており、

観る者にまるで竜が浮き出てくるような印象

を持たせるよう造られています。現在、鳩ケ谷

本町の文化財センター分館・郷土資料館にて展

示公開されています。 
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自立的、協働的な問題解決を促す数学の授業実践 ～ミライシードの活用～ 
川口市立芝西中学校 教諭 宮下 智洋 

１ はじめに 

 学習指導要領（Ｈ２９）告示
では、算数・数学の学習過程の
イメージが図に示され、数学的
活動における問題発見・解決の
二つの過程を意識しつつ、生徒
が目的意識をもって事象を数
学化したり問題を焦点化した

りできることが大切であるとされている。これをもとに、
生徒が自立的、協働的に問題解決ができるよう促す授業
実践に取り組んできた。川口市では、令和４年６月１日
からミライシードが導入され、ICT を活用することで
より効率的かつ効果的に、数学的活動に取り組むことが
できる環境が整ってきている。私自身、授業の中でどの
ような工夫が必要なのか試行錯誤しながらのところで
はあるが、日々の実践について紹介する。 
 

２ 協働的な学びの促進 

 単元の導入においては、問題場面を数学化して課題を
考える活動がある。様々な見方や考え方を出し合ったり、
既習の知識・技能を今回の問題場面に関連付けたりする
が、板書では伝わらなかったり、生徒が発言をためらっ
たりして、学習が進んでいる生徒の発言を中心に授業が
進行してしまうことがあった。 
 そこで私は、ムーブノートを用いて意見や考えの出し
合いを行っている。３学年２章「二次方程式」では、以
下のように授業を展開した。 
 

 

 
生徒は、問題場面から考えたことを自由に広場に提出

し、他の生徒もそれを見て、自分のカードを作成するこ
とができる。普段なかなか意見が出せず受動的になって
しまう生徒の授業参加を促し、協働的な学びができた。
また、出てきたカードは容易に動かすことができるため、
スムーズに比較・検討をし、焦点化された問題を設定す
ることができた。 
 
３ 学習に遅れがある生徒を巻き込んだ授業 

 （１）問題演習の場面 
数学の授業でよくある光景で、黒板に問題の答えを生

徒に書かせて解答の確認をすることがある。時間がかか

る上に生徒から見えづらく、授業の最後まで板書を残す
ことができないという欠点がある。 
 そこで私は、オクリンクを用い
て解答の確認を行っている。生徒
に解答カードを作成させて、全員
に送ることで生徒一人一人が手元
の端末で解答を確認できる。また、
カードはデータで残るため、進度
に対して遅れてしまっている生徒

や欠席の生徒が後で確認するこ
とができる。数式の入力が中学

生にとって困難であったが、ペ
イント機能で書くことができ、
生徒は容易にカード作成ができ
ることが利点である。 
（２）テストの振り返りの場面 
 テストの振り返りを課題として与える場合があるが、
生徒の理解度に応じて役割を分け、互いにプラスになる
活動となるようムーブノートを活用した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 それぞれに役割があり、意欲
的に取り組む様子が見られた。
生徒の理解度に応じて協働的に
学習を進めることができ、普段
あまり友達に質問できない生徒
も、テストの振り返りに参加し
て学ぶことができた。 

 

４ おわりに 

 変化の激しい社会に対応できる生徒を育てるためには、
教員にとって現状維持は後退である。私は、様々なこと
にチャレンジし、気付きを得るために「まず試してみる」
ことを大切に授業改善に取り組んでいる。しかし、ミラ
イシードの活用は目的ではなく手段である。生徒自身が
事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自
立的、協働的に解決する過程を遂行するために、有効に
活用していけるよう実践を積み重ねていきたい。 

＜私の教育実践＞ 

 

日常生活の場面 

カードの作成 

比較・検討 
焦点化した問題 

数学化 

手元の端末で確認 

・理解度の高い生徒は、解説カードを作成し、広場に
あげる。 

・理解度の低い生徒は、広場にあがったカードを見て、
解き直しをする。 

・理解度が中くらいの生徒は、自分ができた問題の解
説カードを作成し、広場にあげる。できなかった問
題は、広場の解説カードを見て解き直しをする。 

解説カード作成 解説カードを見て学習 

広場の解説カード 
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【新郷東小学校】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

【仲町小学校】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

川口市マスコット「きゅぽらん」 

様々な体験を通して、たくさんの学びがありましたね。 
GIGA スクール端末の活用も進んでいますね。 

教育ルポ 

各学校の取組の様子（１学期） 

２年生 校外学習 

文化庁芸術家派遣事業「子供育成総合事業」 

ひまわりプロジェクト 

６年生「古代からのメッセージ（県出前授業）」 道徳授業（ミライシードを活用して） ３年生 国語書写 

プール清掃 
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中堅教諭等資質向上研修（令和４年７月２８日 於：並木小学校・幸並中学校） 

教育ルポ 

令和４年度 川口の元気 第７回中高生未来を拓くふれあいトーク 
（令和４年７月１９日 於：本庁舎） 
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ベスト８ 幸並

２回戦敗退 戸塚西

第３位 西

２回戦敗退 幸並

１回戦敗退 東

ソ フ ト ボ ー ル ２回戦敗退 八幡木

優勝 上青木◎○ 第４位 芝東◎○

準優勝 芝東○ ３回戦敗退 上青木

２回戦敗退 南

１回戦敗退 里

優勝 青木・竹ノ内（上青木）◎○ 第５位 小林・市村（上青木）◎○

準優勝 齋藤・竹内（芝東）◎○ 第６位 林・木村（芝東）◎○

第４位 舘田・金内（上青木）〇 ベスト１６ 佐々木・小野寺（上青木）

第５位 木原・五十畑（上青木）◎○ ベスト１６ 加藤・前原（上青木）

第６位 吉澤・山本（上青木）○ ベスト１６ 金野・林（芝東）

第８位 児玉・原田（芝東）◎○ ４回戦敗退 野口・横倉（戸塚西）

ベスト１６ 直井・桐山（上青木） ４回戦敗退 坂井・栁川（芝東）

第４位 八幡木 第３位 戸塚

ベスト８ 神根 ベスト８ 神根

不戦敗 芝 ２回戦敗退 岸川

ベスト１６ 戸塚 ベスト１６ 神根

ベスト１６ 戸塚西 １回戦敗退 東

２回戦敗退 青木 １回戦敗退 鳩ヶ谷

１回戦敗退 南

ベスト１６ 青木 ベスト８ 南

ベスト１６ 里 ベスト１６ 十二月田

１回戦敗退 東

２回戦敗退 土屋（鳩ヶ谷） ３回戦敗退 清水（南）

２回戦敗退 菊地（戸塚） ３回戦敗退 高田（鳩ヶ谷）

２回戦敗退 千葉（青木） ２回戦敗退 及川（西）

２回戦敗退 福地（里） １回戦敗退 矢作（八幡木）

１回戦敗退 菖蒲谷（青木） １回戦敗退  （南）

１回戦敗退 澤邉（在家）

３回戦敗退 半藤・川田（戸塚西） ベスト４ 山本・檜垣（南）

２回戦敗退 梅本・妹尾（青木） ベスト８ 平嶋・山本（南）

２回戦敗退 内藤・平野（鳩ヶ谷） ベスト８ 中島・中山（十二月田）

２回戦敗退 平澤・田島（北） ３回戦敗退 廣田・菅藤（十二月田）

１回戦敗退 小田原・唐沢（里） １回戦敗退 岡田・鶴﨑（十二月田）

ベスト８ 戸塚 準優勝 戸塚西〇

ベスト８ 十二月田 ベスト８ 戸塚

２回戦敗退 戸塚西 ベスト８ 十二月田

２回戦敗退 榛松 １回戦敗退 榛松、東、神根

１回戦敗退 東、神根

３回戦敗退 八幡木 ３回戦敗退 八幡木

２回戦敗退 在家 １回戦敗退 岸川

１回戦敗退 戸塚

２回戦敗退 栗原（戸塚） ２回戦敗退 慶野（仲町）

２回戦敗退 光部（戸塚） ２回戦敗退 小 （八幡木）

２回戦敗退 芦名（八幡木） ２回戦敗退 井崎（岸川）

２回戦敗退 矢作（北） １回戦敗退 平木（八幡木）

１回戦敗退 歸山（北）

３回戦敗退 及川・木村（在家） ３回戦敗退 齊藤・平木（八幡木）

２回戦敗退 山下・上山（芝） ３回戦敗退 井崎・柵山（岸川）

２回戦敗退 栗原・根岸（戸塚） ２回戦敗退 大森・大澤（八幡木）

２回戦敗退 矢作・齋藤（北）

１回戦敗退 田尻・芦名（八幡木）

ソ フ ト テ ニ ス　
（ 　団　　体 　）

卓　　球　
　　
　　

(ダブルス)

バ レ ー ボ ー ル

ソフトテニス
（ 個 人 ）

卓　　球
（ 団 体 ）

バ ド ミ ン ト ン
（ シ ン グ ル ス ）

バ ド ミ ン ト ン
（ ダ ブ ル ス ）

ハンドボール

令和４年度　埼玉県学校総合体育大会（中学校の部）結果　　※一部抜粋

   　県大会 ７月８日～ ７月３０日　

卓　　球　
　　
　　

(シングルス)

バ ド ミ ン ト ン
（ 団 体 ）

競 技 種 目

軟 式 野 球

サ ッ カ ー

男　　子

県 大 会  結果 （抜粋）
（○印　関東大会出場　　◎印　全国大会出場）

女　　子

 バスケットボール 
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令和４年度　埼玉県学校総合体育大会（中学校の部）結果　　※一部抜粋

   　県大会 ７月８日～ ７月３０日　

競 技 種 目

男　　子

県 大 会  結果 （抜粋）
（○印　関東大会出場　　◎印　全国大会出場）

女　　子
第５位 戸塚西 第９位 芝西

第１１位 戸塚西

第２３位 小川（八幡木） 第２１位 森（幸並）

第５２位 澁谷（芝西） 第７４位 岡崎（芝西）

第６０位 松枝（戸塚西） 第８１位 本間（芝西）

第６１位 井浦（戸塚西） 第８７位 小暮（戸塚西）

第６４位 金子（戸塚西）

優　勝 戸塚西◎○

準優勝 芝西◎○

第３位 三村（芝西）〇

第１６位 佐藤（芝西）

第１８位 細川（芝西）

第１９位 佐藤（芝西）

第２７位 安田（戸塚西）

ベスト８ 西 優勝 西◎○

ベスト１６ 上青木、安行 ベスト８ 戸塚

２回戦敗退 芝東 １回戦敗退 安行

１回戦敗退 戸塚

優勝 工藤（西）81㎏級◎〇 優勝 廣瀬（芝西）44kg級◎○

第３位 小林（上青木）90㎏級 優勝 井田（西）57kg級◎○　

ベスト８ 宇井（西）55㎏級 優勝 佐野（西）63kg級◎○

ベスト８ 崔（芝東）55㎏級 準優勝 桐原（芝西）48㎏級〇

ベスト８ 友廣（上青木）60㎏級 第３位 照井（西）52㎏級

ベスト８ 宇井（西）66㎏級 第３位 直塚（西）70㎏超級

ベスト８ 長田（上青木）66㎏級 ベスト８ 桐原（芝西）40㎏級

ベスト８ 伊藤（上青木）90㎏超級 ベスト８ 川辺（安行）40㎏級

ベスト８ 廣瀬（戸塚）57㎏級

ベスト８ イシボ（戸塚）70㎏超級

ベスト８ 北 第６位 上青木〇

２回戦敗退 戸塚西 ３回戦敗退 十二月田

２回戦敗退 幸並 １回戦敗退 戸塚西

４回戦敗退 前田（北）、上野（北） ５回戦敗退 中本（上青木）

３回戦敗退 稲毛（東）、橋本（芝） ３回戦敗退 吉田（上青木）

関吉（安行）、嶺脇（芝）、齋藤（北）、岡田（芝） 大江（上青木）、清水（幸並）、北原（南）

関（幸並）、澤口（領家） 矢吹（北）、上野（十二月田）、本橋（岸川）

１回戦敗退 菊池（北） １回戦敗退 今村（西）、内野（青木）、大関（上青木）、岩槻（戸塚西）

優勝 平島（南）200m◎〇 優勝 渡邉（幸並）棒高跳

優勝 森（里）1年100m〇 第４位 永尾（東）1年800m

第８位 平島（南）3年100m◎ 第７位 慶野（仲町）1年800m

第８位 朱（南）砲丸投

準優勝・第３位 南中4×100mメドレーリレー○・4×100ｍフリーリレー○ 優勝・準優勝 髙山（上青木）400m個人メドレー◎・200m個人メドレー

準優勝・第３位 丹野（戸塚西）1500m自由形◎・400m自由形◎ 準優勝・準優勝 菅（幸並）200m自由形◎・400m自由形◎

第３位 半田（南）100mバタフライ〇 準優勝・第６位 金井（十二月田）800m自由形〇・400m自由形〇

第５位・第８位 井上（上青木）1500m自由形〇・400m自由形〇 第６位・第６位 堀川（上青木）100m背泳ぎ○・200m背泳ぎ○

第６位・第９位 髙山（上青木）1500m自由形〇・400m自由形〇 第４位・第９位 藤井（戸塚西）800m自由形・400m自由形〇

第６位 森山（幸並）200m自由形〇 第６位 由本（南）200m自由形○

第６位 久保（南）100m背泳ぎ

準優勝 青木 準優勝 小谷場

２回戦敗退 小谷場 １回戦敗退 青木

第３位 島村（領家）〇

１回戦敗退 石井（領家）

準優勝 北原・三浦（青木）〇 準優勝 古巣・扇本（小谷場）〇

ベスト８ 川尻・小林（小谷場）〇 ベスト８ 利岡・米谷（小谷場）

第９位 杉浦・大畑（青木） １回戦敗退 佐藤・中島（青木）

２回戦敗退 大嶋・瀧上（青木）

体 操 競 技
（ 団 体 ）

新 体 操
（ 団 体 ）

新 体 操
（ 個 人 ）

剣 道
（ 個 人 ）

柔 道
（ 団 体 ）

２回戦敗退２回戦敗退

テ ニ ス
（ 団 体 ）

テ ニ ス
（ シ ン グ ル ス ）

テ ニ ス
（ ダ ブ ル ス ）

体 操 競 技
（ 個 人 ）

水 泳 競 技

陸 上 競 技

柔 道
（ 個 人 ）

剣 道
( 団 体 )
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